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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第102期

第３四半期累計期間
第103期

第３四半期累計期間
第102期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,839,020 2,985,562 3,654,714

経常利益又は経常損失（△） (千円) 20,892 92,494 △3,422

四半期(当期)純利益 (千円) 20,665 159,244 27,525

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,437,050 1,437,050 1,437,050

発行済株式総数 (株) 19,110,000 19,110,000 19,110,000

純資産額 (千円) 2,407,100 2,764,430 2,489,100

総資産額 (千円) 5,495,126 6,337,744 5,679,773

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 1.09 8.40 1.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 43.80 43.62 43.82
 

　

回次
第102期

第３四半期会計期間
第103期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △0.20 1.94
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

　

 当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　
　

EDINET提出書類

中日本鋳工株式会社(E01277)

四半期報告書

 3/16



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)業績の状況

当第３四半期累計期間（平成25年４月１日～平成25年12月31日）におけるわが国経済は、経済お

よび金融政策を背景に引き続き株価の上昇、円安傾向となるとともに企業業績の回復や個人消費の

持ち直し等、緩やかな回復のうちに推移しました。海外におきましては、米国経済は緩やかな回復

に向けた動きが順調に進みましたが、新興国の成長鈍化や欧州の低迷継続など、依然として不透明

な状態が続いております。

鋳造業界におきましては、好調な建設向けをはじめ産業機械関連や自動車関連向けでの持ち直し

はみられたもののアジア地域における需要緩和や新興国経済の減速の影響もあり、受注の拡大には

至っておりません。また、原材料及び鋳物副資材価格の高騰や電気料金の値上げなどにより依然と

して厳しい状況が続いております。

 このような経営環境の中で、当社の平成26年３月期第３四半期累計期間の業績は、売上高は、油

圧部品・自動車部品が増加したことにより、2,985百万円（前年同期比146百万円増、5.2％増）と

なりました。利益面につきましては、生産性向上及び製造諸経費の削減等、収益改善に努めました

結果、営業利益42百万円（前年同期は営業損失19百万円）、経常利益92百万円（前年同期比71百万

円増、342.7％増）、四半期純利益159百万円（前年同期比138百万円増、670.6％増）となりまし

た。

なお、当社は、鋳物事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載は行っておりませ

ん。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

（3）研究開発活動

該当事項はありません。

　

（4）経営成績に重要な影響を与える要因について

当社を取り巻く環境は、主要取引先である小型建設機械業界、自動車業界の受注が激減すること

により、当社の操業度の大幅な低下を招くことがあります。それにより、収益の大幅な減少を余儀

なくされ、当社の経営に与える影響が非常に大きいと認識しております。

　
（5） 主要な設備

当第３四半期累計期間において、以下の設備を新設しております。

事業所名又は施設名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容
投資総額
(百万円)

完了年月

その他
(愛知県西尾市)

全社（共通） 太陽光発電設備 312 平成25年12月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,110,000 同左
名古屋証券取引所

市場第二部
単元株式数は1,000株

であります。

計 19,110,000 同左 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 19,110,000 ― 1,437,050 ― 965,788
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 149,000
　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,683,000 18,683 ―

単元未満株式
普 通 株 式 　 
278,000　

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 19,110,000 ― ―

総株主の議決権 ― 18,683 ―
 

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）
中日本鋳工株式会社

愛知県西尾市港町６番地６ 149,000 ― 149,000 0.78

計 ― 149,000 ― 149,000 0.78
 

　

　

２ 【役員の状況】

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、かがやき監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485,911 1,324,050

受取手形及び売掛金
※１ 933,541 ※１ 1,099,035

商品及び製品 53,730 76,806

仕掛品 127,736 136,071

原材料及び貯蔵品 27,034 29,484

繰延税金資産 24,405 24,405

その他 23,377 15,581

貸倒引当金 △200 △200

流動資産合計 2,675,537 2,705,234

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 801,827 790,825

機械装置及び運搬具（純額） 585,611 797,294

工具、器具及び備品（純額） 14,620 12,838

土地 507,104 507,104

建設仮勘定 7,549 8,121

有形固定資産合計 1,916,713 2,116,185

投資その他の資産

投資有価証券 1,036,690 1,404,063

その他 50,832 112,259

投資その他の資産合計 1,087,522 1,516,323

固定資産合計 3,004,235 3,632,509

資産合計 5,679,773 6,337,744
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 644,664 ※１ 773,707

1年内返済予定の長期借入金 493,965 561,916

未払金 89,712 226,290

未払費用 72,680 70,371

未払法人税等 6,121 14,283

賞与引当金 29,015 17,432

設備関係支払手形
※１ 189,200 ※１ 1,709

その他 4,805 12,279

流動負債合計 1,530,166 1,677,989

固定負債

長期借入金 1,421,659 1,614,508

繰延税金負債 99,133 182,638

役員退職慰労引当金 73,248 78,412

長期未払金 46,700 －

その他 19,765 19,765

固定負債合計 1,660,506 1,895,324

負債合計 3,190,672 3,573,313

純資産の部

株主資本

資本金 1,437,050 1,437,050

資本剰余金 965,788 965,788

利益剰余金 △87,690 71,553

自己株式 △10,963 △11,353

株主資本合計 2,304,184 2,463,038

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 184,916 301,391

評価・換算差額等合計 184,916 301,391

純資産合計 2,489,100 2,764,430

負債純資産合計 5,679,773 6,337,744
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 2,839,020 2,985,562

売上原価 2,560,571 2,633,891

売上総利益 278,449 351,671

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 109,225 112,897

給料及び手当 48,233 48,522

賞与引当金繰入額 6,991 9,256

退職給付費用 6,045 3,068

役員退職慰労引当金繰入額 5,163 5,163

その他 122,153 130,305

販売費及び一般管理費合計 297,812 309,214

営業利益又は営業損失（△） △19,362 42,456

営業外収益

受取利息 71 120

受取配当金 17,977 23,473

固定資産賃貸料 32,181 32,190

その他 14,816 23,410

営業外収益合計 65,046 79,194

営業外費用

支払利息 13,383 14,167

債権売却損 5,118 4,751

固定資産賃貸費用 4,964 5,120

その他 1,324 5,116

営業外費用合計 24,791 29,156

経常利益 20,892 92,494

特別利益

投資有価証券売却益 10,329 101,916

特別利益合計 10,329 101,916

特別損失

固定資産処分損 0 413

投資有価証券売却損 611 －

特別損失合計 611 413

税引前四半期純利益 30,610 193,997

法人税、住民税及び事業税 2,493 13,690

法人税等調整額 7,451 21,062

法人税等合計 9,944 34,753

四半期純利益 20,665 159,244
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【注記事項】

　
(四半期貸借対照表関係)

　

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 　　　4,600千円 67,738千円

支払手形 137,912 122,969

設備関係支払手形 121,746 961
 

　

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。
　

　
前第３四半期累計期間

(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 129,270千円 141,717千円
 

　

　

　

(株主資本等関係)

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

　

当社は、報告すべきセグメントが鋳物事業のみであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

　

当社は、報告すべきセグメントが鋳物事業のみであるため、記載を省略しております。

　

　

　

(有価証券関係)

　

１．その他有価証券

前事業年度末(平成25年３月31日)

種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価
（千円）

差額
（千円）

株式 901,381 620,738 280,642

債券 85,118 85,000 118

その他 37,931 35,170 2,761

合計 1,024,430 740,908 283,521
 

（注）１ 非上場株式（貸借対照表計上額12,259千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

当第３四半期会計期間末(平成25年12月31日)

種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価
（千円）

差額
（千円）

株式 1,254,702 793,673 461,029

債券 13,175 13,000 175

その他 123,925 122,689 1,235

合計 1,391,803 929,363 462,439
 

（注）１ 非上場株式（貸借対照表計上額12,259千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 １円09銭 ８円40銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 20,665 159,244

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 20,665 159,244

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,965,769 18,961,230
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

　

(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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かがやき監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   稲　　垣　　　靖　　   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   上　田　　勝　久　　   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２６年２月１２日

中日本鋳工株式会社

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中

日本鋳工株式会社の平成25年4月1日から平成26年3月31日までの第103期事業年度の第３四半期会計期間（平

成25年10月1日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年4月1日から平成25年12月31

日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中日本鋳工株式会社の平成25年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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